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認 知 障 害 の あ る対 象 者 がerrorless　learning
paradigmを用いた顔と名前の記憶訓練によって、それら
の記憶が可能かどうかを見極め、さらにはその効果が行





































て会話の頻度が増加 していた.ま た,他の レクメンバー
に対する会話の頻度は大きく変化 しなかった.
【考察】
Clareら(2002)はAlzheimer病患者に対するerrorless
learning　paradigmを用いた記憶訓練でその効果を報告
している。今回の我々の研究でも、認知障害のある対象
者に対する顔や名前の記憶が週1回 の訓練でも可能とな
り、その効果を裏付けている。また、ターゲットへの会
話頻度の増加という行動面の変化は、認知 訓練の効果が
日常場面において行動の変化として表れる可能性がある
ことを示唆 している。一方、顔の記憶に関しては、心理
学の分野で示差性効果や意味処理優位性効果などが指摘
されている。今後、意味処理過程を考慮 した訓練を認知
訓練の一部 として系統化 していければその効果がますま
す期待 されるものと考えている。
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